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第５章　地域における事例
27．鹿児島県種子島（＝西之表市、熊毛郡中種子町

と南種子町）（商標権、営業秘密、育成者権）

　2017年12月23日、「宇宙航空研究開発機構 （ＪＡＸ
Ａ）」が「種子島宇宙センター（熊毛郡南種子町）」
からＨ２ロケットを発射するのを見学する機会を戴
いた（写真１〜３）。
　種子島は御存知の通り、昔、火縄銃が伝来した地

域であり、現在では宇宙技術を見学できる地域であ
る。複数の時代に先端技術と関連している島は大変
興味深い。今回は鹿児島県の「西之表市」、熊毛郡
の「中種子町」と「南種子町」の３つの市町からな
る種子島について検討する。中心都市は西之表市で
ある。
　種子島は鹿児島県内の有人離島の中で最も東に位
置している。現在、人口（29,282人）と奄美大島に
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次いで２番目である。
　実は、この島は『日本書紀』にも登場している。
この書物の中で「稲作の二毛作が行われている豊か
な島」と書かれている。種子島は今も農業が盛んな
地域で、食糧自給率（カロリーベース）が約800％と
言われている。このため、「種子島は餓えを経験し
たことがない。」と言う羨ましい実り豊かな島である１。
　また、昔から桜島や静岡など多くの地域から多く
の移民を受け入れて来た。多くの移民の受け入れを
可能にしたのも、食に恵まれた環境であったからで
ある。
　1969（昭和44）年10月、ＪＡＸＡの前身である宇
宙開発事業団 （ＮＡＳＤＡ）の設立時に種子島宇宙
センターは開設された。
　最近では多くのサーファーが移住し、マリンス
ポーツ等も盛んに行われている島である。

写真１：Ｈ２ロケットの発射風景（筆者撮影）

写真２：Ｈ２ロケットの発射風景（筆者撮影）

（１）歴史２,３,４,５,６

種子島でもっとも古い遺跡は、約３万５千年前
（較正年代）の南種子町の「横峯遺跡（鹿児島県指

定史跡）」と「中種子町立切遺跡・大津保畑遺跡」
である。これらは鹿児島県内で最も古い。

また、種子島は旧石器時代に人類が生活をした
数少ない離島の一つでもある。「細石器文化」も確
認されている。南種子町の「銭亀遺跡」は、細石
器文化が確認された日本列島最南端の遺跡である。

縄文時代には、九州島南部の縄文文化とほぼ同
一の土器様式が確認されている。

弥生時代後期〜７世紀にかけては「貝文化」が
展開した。その種子島独自の貝文化を代表する遺
跡として、南種子町の「広田遺跡（国の史跡）」が
著名である。

この広田遺跡とは、九州島の南方に浮かぶ種
子島の南東部の海岸に面した砂丘上に所在する
墓地遺跡。昭和30年に発見され、1957（昭和32）
〜1959（昭和34）年にかけて発掘調査が行われ
た。合葬を含む90基の埋葬遺構、158体の人骨、
４万４千点以上の貝製品などを確認した。埋葬さ
れたのは、弥生時代後期後半から古墳時代後期に
併行する時期と考えられている。

遺構としては、土坑墓、覆石墓、複数の人骨を
数体ごとに再埋葬した墓があり、副葬品は豊富で、
貝符・竜佩型貝製垂飾、オオツタノハ貝輪・ゴホ
ウラ貝輪、イモガイ珠・ツノガイ珠といった貝玉
があり国の重要文化財に指定されている。

これらから種子島独自の墓制のあり方を知るこ
とができる。また、各種の貝製品を伴う人骨が良
好に遺存していることから、生活風習や埋葬習俗
のあり方を知ることもできる。列島の弥生、古墳
時代社会と南島社会の接点における社会・生活の
あり方を知るだけでなく、わが国の文化形成の多
様性を知るうえで重要である。

８世紀の種子島は律令国家の支配下におかれた。
702（大宝２）年、令制国として隣の屋久島も含
めて「多禰国（たねのくに）」が置かれた。島北部
に「能満郡」が、南部に「熊毛郡」が設けられた。
この時代の地名が現在の住所表示に使用されてい
るのは珍しい。中央政府から国司が任じられ「多
禰守」として二島を支配した。

この多禰国は平安時代の824（天長元）年に廃
止された。能満郡は熊毛郡に統合され、「大隅国」
に編入された。


